医療現場ニーズとものづくり中小企業等との『出会いの場』
第３回 医療・健康分野への新事業創出セミナー

【日　時】　平成２２年５月１０日（月）　１３：３０～１８：４０

【場　所】　名古屋市立大学病院 中央診療棟３Ｆ大ホール（名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１番地）
【主　催】　中部経済産業局
【協　力】　東海北陸厚生局、公立大学法人名古屋市立大学、愛知県医療機器工業協会、(財)科学技術交流財団、あいち健康長寿産業クラスター推進協議会、ＮＰＯバイオものづくり中部
【参加費】　無料（第４部交流会は、有料（お一人２０００円））

【申込み】　いずれかにて、４月２８日（水）までにお申し込みください。

1 当局ＨＰ（http://www.chubu.meti.go.jp/ kikai /index.htm）

　　　　　　②申込書へ記入のうえ、ＦＡＸにてお問い合わせ先まで御送付ください。
【お問い合わせ】中部経済産業局　製造産業課（担当：松田・野村）
	　　　　　　　　　　    TEL：052-951-2724  FAX：052-951-0977  
参　加　申　込　書

	企業名
	

	住　所
	〒

	連絡先
	ＴＥＬ
	ＦＡＸ
	Ｅ－Ｍａｉｌ

	事業概要／医療・健康分野への技術PR
	

	所 属 部 署
	役　　職
	氏　　名
	交流会参加の有無（○×）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※第３部交流会での交流を活発にするため、医療現場のご関係者様へ、ご参加企業の「企業名」・「事業概要／医療・健康分野への技術PR」に係る情報を提供させていただきます。ご了承と共に、「事業概要／医療・健康分野への技術PR」（２５０字以内）も必ずご記入ください。また、いただいた情報については、今後のセミナー案内等においてのみ、使用させていただきますので、ご了承願います。


	
開会挨拶

	13:30
	名古屋市立大学　戸苅　創 学長
中部経済産業局　林　祐一 産業部次長

	第１部
	
13:50～14:20

	～医療現場発の事業化事例紹介セッション～
「あらたな光線治療機器の開発 ～ 医療機器研究開発の成功の秘訣 ～」
名古屋市立大学大学院　医学研究科　教授　森田 明理　氏
研究成果を何とか実用化させたいと望むのが多くの研究者の気持ちであるが、特許の理解や実用化に向けてメーカーと共同研究開発、さらには医療機器としての承認、発売には大変な努力と時間が必要である。本講演では、名古屋市立大学機関帰属第１号の特許、さらには、名古屋市立大学の特許の初の実施例（製品化）を紹介したい。成功事例が次の成功を生み、成功無きところには、共同研究開発も実際には困難である。このことから、最初の１歩を踏み出すまで、大きな研究成果を得るように努力したい。


	
	14:20～14:50
	「運動器再建分野（人工関節等）における地域産業参入」
名古屋市立大学大学院　医学研究科　教授　井口 普敬　氏
運動器再建（人工関節・骨接合・骨補填など骨と関節など）では精度の高い運動機構 

や不整かつ複雑な形状をした生体材料が必要とされ、高い技術や匠の技を持つこの地 

域の産業が貢献できる部分は非常に多い。しかしその多くが生体内材料であり、本邦 

においては世界的に見てもまれなる高い認可の障壁と時間が、参入と発展を妨げてい 

ることは否めない。しかし，すでに参入している企業と技術を持っている企業が協力 

すれば道が開ける可能性が十分にあると思われる。これまでの我々の研究から期待したい事例を紹介させていただきます。


	第２部


第３部
	
15:00～15:30

	～医療現場からのニーズ情報提供セッション～
「放射線診断の現状と現場のニーズ」
名古屋市立大学病院　中央放射線部　技師長　川野 誠　氏
私ども放射線技師の業務を知って頂きたく、はじめに、放射線部門の画像診断の現状を当院の例で説明します。 そして、その進歩の速さを感じていただきます。
私たちコメディカルの現場では、企業とタイアップして研究することは、実際にはあまりありませんが、新病院の開院に合わせて、企業とタイアップして行ったいくつかの事例を経験しました。その経験を中心に、現場では、小さな改善なども日々行っておりこんなことを考えているのだということを具体的な例をあげて説明します。そのなかから、新しい取り組みの参考になるものを得ていただければと思います。


	
	15:30～16:20
	「KEY PRODUCTと医療機器産業領域 ～ ガラパゴスからの脱出 ～」

名古屋市立大学大学院　芸術工学研究科　教授　國本 桂史　氏
２１世紀のKeyProductとして捉えている５つの産業領域の中で、特に重要な産業として人工環境領域と新たな成長産業として医療領域が考えられる。医療機器開発現場において、バイオ・メディカルデザインと芸術工学的手法を用いた統合的デザインアプローチにより、進めている医療器具の研究・開発等を事例に医療機器におけるバイオ・メディカルデザインの活用について解りやすく紹介する。また新コア産業として医療機器開発・生産への中小企業の参入について、産官学連携や人材育成などの視点を交えてビジネスデザインとして語る。
～医療機器メーカーからのニーズ情報提供セッション～

	
	16:30～17:20
	「ニプロの事業概要について」

ニプロ㈱　総合研究所　人工臓器開発センター　部長　白数 昭雄　氏

当社は、1954（昭和29）年の設立以来、「技術革新」をコンセプトとし、つねに患者のQOL（クオリティ・オブ・ライフ）や医療現場の課題・ニーズに沿った独創的な製品の開発で技術の追求を成長の糧としてまいりました。今日、ニプロブランドとして知られる当社の医療機器は国内外で広く使用され、世界をリードする人工透析（人工腎臓）関連をはじめ、その技術力と品質は世界的に高い評価を得ています。
当研究所は、研究から製造まで一貫した品質管理と独創性と信頼の技術で積極的な開発に取り組んでおります。


	第４部

	17:40～18:40
	交流会
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【会場アクセスについて】


公共交通機関のご利用に御協力ください。


 　・地下鉄　桜通線「桜山」3番出口


　※詳細は、こちらよりご確認ください。


http://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/outline/parking.html








今後も成長が見込まれ有望な市場であるものの、多くを海外からの輸入に頼っている医療機器について、地域の産学官が連携し、当地域に集積する高度なものづくり技術を活かした国産医療機器開発を目指した、「医療現場のニーズとものづくり中小企業等との『出会いの場』」となる第３回セミナーを名古屋市立大学病院にて開催致します。








